
(57)【要約】

【課題】肝臓の肝辺縁の退縮の程度を定量化する。

【解決手段】超音波探触子２０により肝臓に対し超音波

を送受し、受信波に基づき超音波断層画像を得る。肝辺

縁付近に関心領域１６を設定し（関心領域設定部２８）

、この領域内の最長のエッジを肝臓の輪郭線とする（輪

郭線検出部３８）。輪郭線から、肝辺縁を構成する２辺

と推定される２直線をを求める。この２直線と輪郭線に

囲まれた部分を退縮により鈍化した部分とし、この部分

の面積を算出する（鈍化部面積計測部４２）。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 肝 臓 の 超 音 波 断 層 画 像 を 得 る 断 層 画 像 取 得 手 段 と 、
　 前 記 断 層 画 像 に お い て 、 肝 辺 縁 の 鈍 化 の 程 度 を 示 す 値 で あ る 鈍 化 度 を 算 出 す る 鈍 化 度 算
出 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 鈍 化 度 算 出 手 段 は 、 肝 辺 縁 を 構 成 す る
２ 辺 を 抽 出 し 、 こ れ ら に 対 し て そ れ ぞ れ 近 似 直 線 を 求 め 、 こ の 近 似 直 線 と 肝 辺 縁 の 輪 郭 線
と で 囲 ま れ る 部 分 に 基 づ き 鈍 化 度 を 算 出 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 鈍 化 度 算 出 手 段 は 、 前 記 近 似 直 線 と 前
記 輪 郭 線 と で 囲 ま れ る 部 分 の 面 積 に 基 づ き 鈍 化 度 を 算 出 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 鈍 化 度 は 、 前 記 近 似 直 線 と 前 記 輪 郭 線
と で 囲 ま れ る 部 分 の 面 積 を 、 前 記 近 似 直 線 の 交 わ る 角 度 で 割 っ て 正 規 化 し た 値 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 鈍 化 度 算 出 手 段 は 、 肝 辺 縁 を 構 成 す る
２ 辺 を 抽 出 し 、 こ れ ら に 対 し そ れ ぞ れ 近 似 直 線 を 求 め 、 前 記 近 似 直 線 の 交 点 と 、 前 記 輪 郭
線 の 最 短 距 離 に 基 づ き 鈍 化 度 を 算 出 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ２ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 近 似 直 線 と 前 記
輪 郭 線 と で 囲 ま れ る 部 分 に 色 を 与 え た 画 像 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 内 に 送 信 さ れ た 超 音 波 の 反 射 波 を 受 信 し 、 こ れ に 基 づ き 超 音 波 断 層 画 像
を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 体 内 に 送 信 さ れ た 超 音 波 の 反 射 波 を 受 信 し 、 こ の 反 射 波 に 基 づ き 超 音 波 断 層 画 像 を 得
る 超 音 波 診 断 装 置 が 知 ら れ 、 被 験 者 の 負 担 が 少 な い こ と か ら 各 種 の 検 査 、 診 断 に 用 い ら れ
て い る 。 こ の よ う な 検 査 、 診 断 の 一 つ に 肝 機 能 の 診 断 が あ る 。 肝 臓 は 、 そ の 機 能 が 低 下 す
る の に 対 応 し て 肝 実 質 部 の 均 質 性 、 肝 表 面 の 滑 ら か さ 、 肝 辺 縁 の 鋭 さ 、 肝 内 脈 管 像 の 明 瞭
さ が 失 わ れ て い く 。 験 者 は 、 こ れ ら の 状 態 を 肝 臓 の 断 層 画 像 よ り 得 て 、 ま た 他 の 検 査 の 結
果 な ど を 勘 案 し て 診 断 を 行 っ て い る 。 な お 、 前 記 の 肝 辺 縁 と は 、 ヒ ト で あ れ ば 、 ヒ ト が 立
っ た 状 態 で 下 側 の 縁 の 部 分 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 超 音 波 断 層 画 像 の 肝 実 質 部 の 変 化 に 基 づ く 肝 機 能 の 診 断 に つ い て
開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ３ ８ ８ ８ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 特 許 文 献 １ に は 、 肝 実 質 部 の 変 化 に 基 づ く 肝 機 能 の 検 査 、 診 断 に つ い て 開 示 が あ る
が 、 肝 機 能 の 診 断 は 上 述 し た よ う に 肝 実 質 部 の 均 一 性 の 他 、 肝 表 面 の 滑 ら か さ 、 肝 辺 縁 の
鋭 さ 、 肝 内 脈 管 像 の 明 瞭 さ な ど を 勘 案 し て 験 者 が そ の 経 験 に 基 づ き 診 断 を し て い る 。 前 記
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特 許 文 献 １ に は 、 肝 実 質 部 の 均 一 性 以 外 の 観 察 対 象 に つ い て は 何 ら 開 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 肝 機 能 の 検 査 、 診 断 に 関 し 、 特 許 文 献 １ と は 別 の 特 徴 事 項 を 対 象 と し た 評 価
を 行 い 診 断 を 支 援 す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 肝 臓 の 超 音 波 断 層 画 像 を 得 る 断 層 画 像 取 得 手 段 と 、 前 記 断
層 画 像 に お い て 、 肝 辺 縁 の 鈍 化 の 程 度 を 示 す 値 で あ る 鈍 化 度 を 算 出 す る 鈍 化 度 算 出 手 段 と
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 鈍 化 度 算 出 手 段 は 、 肝 辺 縁 を 構 成 す る ２ 辺 を 抽 出 し 、 こ れ ら に 対 し て そ れ ぞ
れ 近 似 直 線 を 求 め 、 こ の 近 似 直 線 と 肝 辺 縁 の 輪 郭 線 と で 囲 ま れ る 部 分 に 基 づ き 鈍 化 度 を 算
出 す る も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 鈍 化 度 算 出 手 段 は 、 前 記 近 似 直 線 と 前 記 輪 郭 線 と で 囲 ま れ る 部 分 の 面 積 に 基
づ き 鈍 化 度 を 算 出 す る も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 鈍 化 度 は 、 前 記 近 似 直 線 と 前 記 輪 郭 線 と で 囲 ま れ る 部 分 の 面 積 を 、 前 記 近 似
直 線 の 交 わ る 角 度 で 割 っ て 正 規 化 し た 値 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 鈍 化 度 算 出 手 段 は 、 肝 辺 縁 を 構 成 す る ２ 辺 を 抽 出 し 、 こ れ ら に 対 し て そ れ ぞ れ 近 似
直 線 を 求 め 、 前 記 近 似 直 線 の 交 点 と 、 前 記 輪 郭 線 の 最 短 距 離 に 基 づ き 鈍 化 度 を 算 出 す る も
の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 近 似 直 線 と 前 記 輪 郭 線 と で 囲 ま れ る 部 分 に 色 を 与 え た 画 像
を 提 供 す る も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 こ の 部 分 に 色 を 与 え た 超 音 波 断 層 画 像 を 提 供 す る こ と も 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 肝 辺 縁 の 退 縮 の 程 度 を 数 値 化 す る こ と に よ り 、 肝 機 能 の 診 断 の 指 標 を 提 供 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 図 １ は 、 ヒ ト の 肝 臓 １ ０ の 概 略 の
外 観 を 示 し た 図 で あ る 。 図 １ は 、 ヒ ト が 立 っ た 状 態 の と き の 向 き に 描 か れ て お り 、 紙 面 手
前 側 が ヒ ト の 正 面 、 紙 面 奥 が 背 面 、 紙 面 上 が 上 方 で あ る 。 肝 臓 の 下 側 の 縁 の 部 分 （ 図 １ に
符 号 １ ２ で 示 す 縁 ） は 、 特 に 肝 辺 縁 と 呼 ば れ る 。 超 音 波 断 層 画 像 を 得 る 際 に は 、 超 音 波 探
触 子 を 肋 骨 の 下 か ら 、 や や 上 方 に 向 け て 当 接 さ せ て 画 像 を 得 る 。 図 １ で は 、 紙 面 手 前 側 の
や や 下 方 か ら 上 方 に 向 け て 探 触 子 を 当 て て 断 層 画 像 を 得 る 。 図 １ の 一 点 鎖 線 １ ４ に お け る
断 層 画 像 が 図 ２ ， ３ に 示 さ れ て い る 。 図 ２ ， ３ に お い て 、 真 上 が 超 音 波 探 触 子 の 位 置 で あ
り 、 よ っ て 図 ２ の 上 側 が ヒ ト の 正 面 側 の 面 、 下 側 が 背 中 側 の 面 と な っ て い る 。 ま た 、 前 述
し た 肝 辺 縁 １ ２ は 右 端 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 正 常 な 肝 臓 の 超 音 波 断 層 画 像 で あ り 、 肝 辺 縁 １ ２ は 先 端 が と が っ た 形 状 と な っ
て い る 。 図 ３ は 、 病 状 が 進 ん だ 肝 臓 の 画 像 で あ り 、 図 ２ に 対 し て 、 肝 辺 縁 １ ２ の 先 端 が 退
縮 し て 、 先 端 が 丸 く な っ て 鈍 化 し て い る 様 子 が 分 か る 。 肝 辺 縁 １ ２ で 交 わ る ２ 辺 は 、 正 常
時 は ほ ぼ 直 線 で あ り 、 肝 辺 縁 １ ２ の 先 端 が 鈍 化 し て 丸 く な っ て も 、 鈍 化 し て 丸 く な っ た 部
分 に つ な が る 部 分 は 、 ほ ぼ 直 線 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 前 述 の よ う に 、 正 常 な 肝 臓 は 、 そ の 断 層 画 像 に お い て 肝 辺 縁 １ ２ が 鋭 角 に 表 れ る が 、 硬
化 が 進 む に 従 っ て 、 肝 辺 縁 の 先 端 が 退 縮 し 、 丸 み を 帯 び る よ う に な っ て く る 。 こ の 丸 み の
程 度 、 す な わ ち 鈍 化 の 程 度 を 求 め る こ と に よ り 症 状 の 推 測 が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 こ の 肝 辺 縁 １ ２ の 鈍 化 の 程 度 の 数 値 化 の 手 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ に は 、 超 音
波 診 断 装 置 に お け る 、 肝 辺 縁 の 退 縮 の 定 量 化 処 理 に 関 連 す る 機 能 ブ ロ ッ ク 図 が 示 さ れ て い
る 。 超 音 波 探 触 子 ２ ０ は 、 送 受 信 部 ２ ２ に 制 御 さ れ て 生 体 内 に 超 音 波 を 送 信 し 、 ま た こ れ
の 反 射 波 を 受 信 し 、 受 信 信 号 に 変 換 す る 。 受 信 信 号 は 、 送 受 信 部 よ り デ ジ タ ル ス キ ャ ン コ
ン バ ー タ （ Ｄ Ｓ Ｃ ） ２ ４ に 送 ら れ 、 こ こ で 超 音 波 断 層 画 像 が 形 成 さ れ る 。 こ の 超 音 波 断 層
画 像 に 基 づ き 、 鈍 化 度 算 出 部 ２ ６ に て 鈍 化 の 程 度 を 示 す 値 （ 鈍 化 度 ） を 算 出 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 鈍 化 度 算 出 部 ２ ６ の 詳 細 に つ い て 、 以 下 説 明 す る 。 図 ２ ま た は 図 ３ に 示 す よ う な 肝 臓 断
面 の 超 音 波 断 層 画 像 に 対 し 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 肝 辺 縁 １ ２ に 相 当 す る 部 分 に 関 心 領 域 １
６ を 設 定 す る 。 関 心 領 域 １ ６ の 設 定 は 、 関 心 領 域 設 定 部 ２ ８ が 行 う 。 関 心 領 域 は 、 験 者 が
画 面 上 の 関 心 領 域 の 位 置 、 大 き さ を 数 値 で 直 接 入 力 し た り 、 ま た は ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ
ス な ど に よ り 入 力 す る こ と で 設 定 で き 、 験 者 は 表 示 さ れ た 断 層 画 像 を 見 て 、 領 域 の 調 節 を
行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 表 面 を 抽 出 す る た め に 各 処 理 を 行 う 。 ま ず 、 メ デ ィ ア ン 処 理 部 ３ ０ で メ デ ィ ア ン
処 理 を 行 い ノ イ ズ を 排 除 す る 。 具 体 的 に は 、 ３ × ３ の 画 素 の 輝 度 値 の 中 央 値 を 中 心 画 素 の
輝 度 値 と す る 処 理 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 突 発 的 に 大 き な ピ ー ク な ど を 除 去 す る こ と が で き
る 。 次 に 、 二 値 化 処 理 部 ３ ２ に て 画 像 の 二 値 化 を 行 う 。 二 値 化 の 際 の し き い 値 は 、 あ ら か
じ め 定 め ら れ た 値 を 用 い る こ と も で き 、 ま た 験 者 が 任 意 に 、 例 え ば 画 像 を 見 な が ら 設 定 す
る よ う に し て も よ い 。 そ し て 、 ノ イ ズ 除 去 部 ３ ４ に て 、 二 値 化 処 理 に お い て 発 生 し た ノ イ
ズ な ど の 除 去 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ノ イ ズ が 除 去 さ れ た 二 値 化 画 像 に 対 し て エ ッ ジ 検 出 部 ３ ６ に て エ ッ ジ 、 す な わ ち 二 値 の
境 界 線 の 検 出 を 行 う 。 エ ッ ジ 検 出 は 、 公 知 の フ ィ ル タ を 用 い て 行 う こ と が で き る 。 輪 郭 線
検 出 部 ３ ８ は 、 検 出 さ れ た エ ッ ジ 中 、 最 長 の エ ッ ジ を 肝 辺 縁 １ ２ の 輪 郭 線 と す る 。 最 長 エ
ッ ジ は 、 例 え ば 以 下 の よ う に し て 求 め る 。 ま ず 、 エ ッ ジ 検 出 部 ３ ６ で 得 ら れ た エ ッ ジ に 対
し 、 連 続 す る 画 素 に 共 通 の ラ ベ ル を 付 す ラ ベ リ ン グ 処 理 を 行 う 。 同 じ ラ ベ ル が 付 さ れ た 画
素 は 、 連 続 し て お り 、 連 な る 画 素 の 数 を 数 え る こ と で 、 そ の エ ッ ジ の 長 さ を 算 出 で き る 。
図 ６ に 、 得 ら れ た 輪 郭 線 ｅ の 例 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 輪 郭 線 ｅ に 対 し 、 肝 辺 縁 を 構 成 す る ２ 辺 の 算 出 を 以 下 の よ う に 行 う 。 図 ７ に は 、
図 ６ の 輪 郭 線 ｅ を 構 成 す る 各 画 素 が 示 さ れ て い る 。 各 画 素 に 付 さ れ て い る 数 字 の 組 は 、 そ
の 画 素 と 前 後 の 画 素 、 ３ 画 素 の 各 座 標 の 算 術 平 均 で あ る 。 す な わ ち 、 画 素 Ｈ の 平 均 化 さ れ
た ｘ ， ｙ 座 標 は 、 下 に 示 す よ う に 画 素 Ｈ 本 来 の 座 標 （ ７ ， ４ ） と 、 前 後 の 画 素 Ｇ ， Ｉ の 座
標 （ ６ ， ４ ） ， （ ８ ， ５ ） の 各 画 素 の 平 均 値 （ ７ ， ４ ． ３ ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 Ｈ ｘ ＝ （ ６ ＋ ７ ＋ ８ ） ／ ３ ＝ ７
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 Ｈ ｙ ＝ （ ４ ＋ ４ ＋ ５ ） ／ ３ ＝ ４ ． ３
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 平 均 化 処 理 さ れ た 各 画 素 の 値 に 基 づ き 、 次 の 画 素 と の 差 分 を 求 め て 、 こ れ ら の 画 素
を 結 ぶ 線 分 の 傾 き を 求 め る 。 例 え ば 、 画 素 Ｈ に 関 し て こ の 傾 き を 求 め る と 、 こ の 画 素 Ｈ と
次 の 画 素 Ｉ に つ い て 、 前 述 の 平 均 値 に よ り 求 め ら れ た 座 標 が Ｈ （ ７ ， ４ ． ３ ） ， Ｉ （ ８ ，
４ ． ７ ） で あ り 、 傾 き ａ は 、 下 に 示 す 式 か ら ０ ． ４ と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 ａ ＝ （ ４ ． ７ － ４ ． ３ ） ／ （ ８ － ７ ） ＝ ０ ． ４
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図 ８ は 、 こ の よ う に し て 求 め た 隣 り 合 う 画 素 の 傾 き を 輪 郭 線 ｅ を 構 成 す る 全 画 素 に つ い て
調 べ た 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 直 線 算 出 部 ４ ０ は 、 図 ８ の よ う に 求 め ら れ た 隣 接 画 素 間 で の 傾 き に 基 づ き 、 肝 臓 の 硬 化
に よ っ て 退 縮 し て も な お 残 っ て い る 直 線 部 の 抽 出 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 左 上 の 点 Ａ か ら 、
こ の 傾 き が 所 定 値 に 達 す る ま で の 区 間 を 上 側 の 直 線 部 に 係 る 区 間 と し 、 そ の 後 絶 対 値 が 所
定 値 以 下 と な っ た 点 か ら 左 下 の 点 Ｂ Ｂ ま で の 区 間 を 下 側 の 直 線 部 に 係 る 区 間 と す る 。 こ の
所 定 値 は 、 例 え ば 無 限 大 と す る こ と が で き 、 こ の 場 合 上 側 の 直 線 部 を 構 成 す る 画 素 と し て
、 図 ８ の 例 で は 画 素 Ａ か ら 画 素 Ｘ が 抽 出 さ れ る 。 こ の 抽 出 さ れ た 画 素 に 属 す る 傾 き か ら 、
直 線 と 見 な せ る 範 囲 を 抽 出 し て 、 こ れ を 直 線 部 ｓ 1 ， ｓ 2 （ 図 ９ 参 照 ） と す る 。 直 線 部 の
抽 出 は 、 例 え ば 、 抽 出 さ れ た 画 素 の 平 均 値 を 中 心 に 標 準 偏 差 内 に 納 ま る 画 素 を 選 ぶ よ う に
す る こ と が で き る 。 図 ８ の 上 の 部 分 で あ れ ば 、 画 素 Ａ か ら 画 素 Ｘ の 平 均 値 は ０ ． ８ ２ 、 標
準 偏 差 は ０ ． ８ ９ と な る か ら 、 － ０ ． ０ ７ か ら １ ． ７ １ の 範 囲 が 直 線 部 を 構 成 す る 画 素 で
あ る と す る 。 こ れ を 満 た す の は 、 画 素 Ｂ か ら 画 素 Ｔ ま で で あ り 、 こ れ の 近 似 直 線 を 最 小 二
乗 法 に よ り 算 出 す る 。 図 ９ の 上 側 の 直 線 部 ｓ 1 を 近 似 し た 直 線 が ｍ 1 で あ り 、 同 様 に し て
、 下 側 の 直 線 部 ｓ 2 を 近 似 し た 直 線 が ｍ 2 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 鈍 化 部 面 積 計 測 部 ４ ２ は 、 直 線 算 出 部 ４ ０ に よ り 算 出 さ れ た 直 線 ｍ 1 ， ｍ 2 と 輪 郭 線 ｅ
で 囲 ま れ た 部 分 Φ の 面 積 を 求 め る 。 こ れ は 、 直 線 ｍ 1 ， ｍ 2 が 正 常 な 肝 臓 の 輪 郭 線 、 す な
わ ち 肝 辺 縁 を 構 成 す る ２ 辺 で あ り 、 こ れ と 実 際 の 輪 郭 線 の 差 が 、 肝 臓 が 病 変 に よ っ て 退 縮
し た 部 分 と す る 仮 定 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 二 つ の 直 線 ｍ 1 ， ｍ 2 の 角 度 は 、 被 検 者 に よ っ て 大 き く 変 わ る も の で は な い が 、 当 然 個
人 差 が あ る 。 鈍 化 部 面 積 計 測 部 ４ ２ で 、 求 め ら れ た 面 積 が 同 じ で あ っ て も 角 度 が 異 な れ ば
、 退 縮 の 程 度 が 異 な る た め 、 正 規 化 を 行 う こ と が 好 ま し い 。 そ こ で 、 正 規 化 部 ４ ４ に お い
て 、 直 線 ｍ 1 ， ｍ 2 と 輪 郭 線 ｅ で 囲 ま れ た 部 分 Φ の 面 積 を 、 直 線 ｍ 1 ， ｍ 2 の 交 差 す る 角
度 θ （ 図 ９ 参 照 ） で 割 っ て 、 正 規 化 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 算 出 さ れ た 鈍 化 の 程 度 を 示 す 値 を 超 音 波 診 断 装 置 の 表 示 部 ４ ６ に 表 示 し 、 退 縮 し た と 思
わ れ る 部 分 、 す な わ ち 図 ８ に 符 号 Φ で 示 し た 部 分 に 色 を 付 し て 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の 実 施 形 態 で は 、 退 縮 し た 部 分 Φ の 面 積 に 基 づ き 、 鈍 化 の 程 度 を 定 量 化 し た が 、 前
述 の 近 似 直 線 ｍ 1 ， ｍ 2 の 交 点 と 、 輪 郭 線 ｅ と の 最 短 距 離 ｆ （ 図 １ ０ 参 照 ） に よ り 定 量 化
す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 図 ４ に 示 す ブ ロ ッ ク 図 の 鈍 化 部 面 積 計 測 部 ４ ２ と 正 規
化 部 ４ ４ に 替 え て 、 退 縮 距 離 計 測 部 を 設 け 、 肝 臓 の 硬 化 に よ っ て 肝 辺 縁 が 退 縮 し た 長 さ と
考 え ら れ る 前 述 の 距 離 ｆ を 計 測 す る 。 こ の 値 を 鈍 化 の 程 度 を 表 す 指 標 と す る こ と が で き る
。 こ の 数 値 そ の も の を 表 示 部 ４ ６ に 表 示 し 、 ま た そ の 長 さ を 図 １ ０ の よ う に 矢 印 な ど で 、
超 音 波 断 層 画 像 上 に 重 ね て 表 示 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 近 似 直 線 ｍ 1 ， ｍ 2 と 輪 郭 線
ｅ で 囲 ま れ た 部 分 を 色 を 付 し て 表 示 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 ヒ ト の 肝 臓 の 外 観 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ヒ ト の 肝 臓 の 超 音 波 断 層 画 像 を 示 し た 図 で あ り 、 特 に 正 常 な 肝 臓 の 画 像 を 示 し た
も の で あ る 。
【 図 ３ 】 ヒ ト の 肝 臓 の 超 音 波 断 層 画 像 を 示 し た 図 で あ り 、 特 に 肝 機 能 が 低 下 し た 肝 臓 の 画
像 を 示 し た も の で あ る 。
【 図 ４ 】 肝 辺 縁 の 退 縮 程 度 の 算 出 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 関 心 領 域 の 設 定 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 関 心 領 域 と 、 肝 辺 縁 の 輪 郭 線 ｅ を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 肝 辺 縁 の ２ 辺 を 示 す 直 線 の 算 出 に 係 る 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 肝 辺 縁 の ２ 辺 を 示 す 直 線 の 算 出 に 係 る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 肝 辺 縁 の 退 縮 し た 部 分 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 肝 辺 縁 の 退 縮 量 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ０ 　 肝 臓 、 １ ２ 　 肝 辺 縁 、 ２ ０ 　 超 音 波 探 触 子 、 ２ ６ 　 鈍 化 度 算 出 部 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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